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問題 14 次の微分方程式を解け．

(1) y′ + 2xy = x (2) y′ = y + sin x (3) xy′ + y = x log x (x > 0)

問題 15 (ロジスティック方程式) ある場所に住む生物の時刻 xでの個体数を yとすると，その個体数の時
間変化の割合は次の方程式に従う

y′ = εy − λy2,

ここで ε，λ > 0は定数．（この方程式をロジスティック方程式，εを増殖率，λを減少率という．）この微分
方程式を解け．（ヒント：u = y−1 と変数変換．）

注 1 (ベルヌーイ方程式) nを整数，p(x)，q(x)を連続関数とするとき，微分方程式

y′ + p(x)y = q(x)yn

を考える．この微分方程式は n = 0ならば１階線型，n = 1ならば変数分離形である．n 6= 0，1の場合，
u = y1−nと変数変換すると，この方程式は uについての１階線型微分方程式に帰着する．この微分方程式
をベルヌーイ方程式という．
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